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　わたしたちみんなで目的を共有し，それぞれの役割と責任を分担しながら，「協働による住みよい福山づくり」を進めていきましょう。


















　こうした地域課題の解決・魅力あるまちづくりに向けた取り組みが，「市民満足度の高いまち福山」への転換につながります。















福山の「ばら公園」には，市民が荒廃したまちに戦後の復興と平和への願いを込め，空き地にばらを一本一本持ち寄って植えた「ばらのまちづくり」の取り組みがあります。
こうした取り組みから，今では多くの市民が参画し，市民と行政がともに創りあげる「福山ばら祭」へとつながってきています。

このことは，市民と行政が一体となった協働のまちづくりの原点です。

わたしたちのまちには，万葉の時代から現代に至るまで，多くの歴史と文化があり，継承し続けている福山らしさにあふれています。
こうしたまちづくりに対する先人たちの取り組みを活かしながら，「住んでみたい，住んでよかったと思えるまち」を実現するため，役割を担い，責任を持ち，ともに力を合わせ，ともに汗をかき，まちづくりを進めていかなくてはなりません。
まちづくりは決して一人でできるものではありません。そこに住んでいる市民の一人ひとりが努力しなければ，住みやすいまちにはなりません。

また，自治会・町内会やボランティア，ＮＰＯ等そして行政との「協働」がなければ実現は不可能です。しかもこうした取り組みは持続可能なしくみを持ち続けなければなりません。

これからは，市民と行政が一体となって，この指針に基づき，協働のまちづくりに積極的に取り組んでいきます。

さあ，誰もが心豊かに，健康で生き生きと暮らせるまち，人間環境都市の実現，オンリーワン，ナンバーワンの誇りと愛着の持てる福山らしさを活かしたまちづくりに取り組みましょう。

　この指針は，「福山市協働のまちづくり指針策定懇談会」により，学区組織及び活動についての実態調査をはじめ，市民意見募集（パブリックコメント）等数多くいただいた意見・結果等をもとにまとめられたものです。
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自　助　





わたしたちのまちは，わたしたちで守るということ，これが地域を守る最も重要なことです。




















改　善


























評　価





災害に備え，地域で何をするか


実施するための課題は何かなど























防災マップの提供・活用


活動による自治意識の向上など





新たなニーズ・課題の掘り起こし


次のステップに向けてなど














地域課題の解決・魅力あるまちづくりに向けて

















☆市民満足度の


高いまちに


☆地域課題が


解決される


☆魅力ある


まちづくりに


☆地域が活性化する


☆市民文化の高まり


☆自己実現をめざす


　　　　　　　など





自助・共助・公助


事例：災害に強い協働のまちづくり














□地方分権の流れ


□多様化・高度化した市民ニーズ


□市民の自治意識の向上








責任





知恵














タウンウォッチングの実施


防災マップの作成，防災訓練など
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補完








計画・課題発見





目的共有・実行

















自らの安全は，自らが守るということ，これが災害に強いまちづくりの基本です。














役割
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対等



































いままでの


行政主導による


まちづくり
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共　助　
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市民と行政


による協働の


まちづくり
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－７－





市役所，消防，警察といった行政機関や公共企業が行う対策活動です。共助と公助が連携して取り組むことが重要であり，効果的です。








公　助　





市民自らが取り組むことです。





地域住民どうしで取り組むことです。





行政をはじめ，公共を担うものが取り組む


ことです。





公園の建設などハード分野だけでなく，健康づくりやゴミのリサイクルなどのソフト分野まで，住みよい環境を築くための取り組み全般をいいます。





まちづくり





市民活動とは，非営利による社会的課題を解決するために行われる，市民の自発的な活動をいい，地域活動とは，地域における課題の解決に向けた活動やコミュニティの形成をはじめとするまちづくりのことをいいます。


ただし，宗教・政治活動を目的とするものなどは除きます。





ＮＰＯ（法人）とは，１９９８（平成１０）年に施行された特定非営利活動促進法（ＮＰＯ法）に基づいて，法人格を付与（認証）された市民活動を行う団体のことをいいます。





福山市協働のまちづくり指針


～だれもが住んでみたいまちをめざして～





発行日：２００５年（平成１７年）７月


発行者：福山市市民局市民部まちづくり推進課


　　　　〒720-8501


　　　　福山市東桜町３番５号


　　　　電話（084）928-1051（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）





社会貢献活動とは，社会の課題に気づき，自発的に，自らの特性を活かして取り組む非営利活動のことをいいます。
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市民活動


地域活動





市民とは，福山市に在住，在学，市内の企業に在勤しているすべての個人・団体・企業をいい，地域住民とは，自治会・町内会など地域で生活する人々のことをいいます。








市　　　　民


地域住民








社会的課題とは，市民，地域住民や市，地域に共通する課題をいい，地域課題とは，防災，福祉，環境，教育など地域住民・地域に係わる課題をいいます。





社会的課題


地域課題





社会貢献活動





ＮＰＯ（法人）





用語解説




















福山市協働のまちづくり指針策定懇談会委員





ＡＣＴＩＯＮ





ＰＬＡＮ





ＤＯ





ＣＨＥＣＫ































































































６「協働のまちづくり」のサイクル








７「協働のまちづくり」のめざすもの








福山らしさを活かすまちづくり
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